
平成24年3月期 決算短信〔日本基準〕（連結） 
平成24年5月11日

（百万円未満切捨て）

上場会社名 株式会社 キタムラ 上場取引所 東 
コード番号 2719 URL http://www.kitamura.co.jp
代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名） 浜田 宏幸
問合せ先責任者 （役職名） 取締役管理部長 （氏名） 菅原 孝行 TEL 045-476-0777
定時株主総会開催予定日 平成24年6月22日 配当支払開始予定日 平成24年6月25日
有価証券報告書提出予定日 平成24年6月25日
決算補足説明資料作成の有無 ： 有
決算説明会開催の有無 ： 有 （機関投資家向け）

1.  平成24年3月期の連結業績（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期 135,052 △6.6 665 △55.5 1,256 △37.6 429 △40.1
23年3月期 144,551 2.6 1,495 ― 2,015 92.9 716 ―

（注）包括利益 24年3月期 499百万円 （△31.0％） 23年3月期 723百万円 （871.8％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利益

率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

24年3月期 25.40 ― 2.5 2.1 0.5
23年3月期 42.19 ― 4.2 3.4 1.0

（参考） 持分法投資損益 24年3月期  ―百万円 23年3月期  ―百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

24年3月期 59,173 17,462 29.4 1,029.06
23年3月期 58,351 17,300 29.5 1,019.46

（参考） 自己資本   24年3月期  17,385百万円 23年3月期  17,223百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

24年3月期 889 △2,389 2,023 5,088
23年3月期 4,871 △1,361 △2,630 4,564

2.  配当の状況 

 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

23年3月期 ― 0.00 ― 20.00 20.00 337 47.4 2.0
24年3月期 ― 0.00 ― 10.00 10.00 168 39.4 1.0
25年3月期(予想) ― 0.00 ― 15.00 15.00 31.7

3. 平成25年 3月期の連結業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 65,000 5.3 △1,600 ― △1,500 ― △2,000 ― △118.38
通期 140,000 3.7 1,900 185.7 2,100 67.1 800 86.5 47.35



※  注記事項 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無  

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更  ： 無
② ①以外の会計方針の変更  ： 無
③ 会計上の見積りの変更  ： 無
④ 修正再表示  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期 17,918,252 株 23年3月期 17,918,252 株
② 期末自己株式数 24年3月期 1,023,603 株 23年3月期 1,023,395 株
③ 期中平均株式数 24年3月期 16,894,778 株 23年3月期 16,990,840 株

（参考）個別業績の概要 

平成24年3月期の個別業績（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 

 

(2) 個別財政状態 

  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期 106,939 △6.1 △166 ― 1,328 △0.9 837 243.3
23年3月期 113,825 △0.6 597 ― 1,339 62.8 243 △2.9

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

24年3月期 49.59 ―
23年3月期 14.36 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

24年3月期 55,489 17,141 30.9 1,014.59
23年3月期 54,781 16,570 30.2 980.80

（参考） 自己資本 24年3月期  17,141百万円 23年3月期  16,570百万円

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
 この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく財務諸表の監査手続は
終了しておりません。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等 
は、業況の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。業績予想に関する事項については、添付資料２ページ「１.経営成績」をご参照下さい。 
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(1）経営成績に関する分析 

当連結会計年度におけるわが国経済は、東日本大震災、タイにおける洪水被害の影響や、欧州の財政不安に

よる世界的な景気の停滞、急激な円高進行等により、先行きの不透明感が依然続いております。 

このような経営環境の中ではありますが、当社グループ（当社及び連結子会社）は、事業の長期的な成長を

重視し、当初の計画通り商品・サービスの拡大を積極的に推進してまいりました。 

① 「カメラのキタムラ」を18店、「スタジオマリオ」を56店、合計74店出店しました。 

    そのうち、「スタジオマリオ」は、「カメラのキタムラ」店舗内に37店併設出店しました。退店は22店

舗実施しました。 

② 「写真付き年賀状」では「キタムラオリジナルデザイン」に「復興支援」タイプを追加し、「印刷タイ

プの年賀状」では高品質・スピード仕上げを実施しました。その結果、年賀状の販売枚数は、6,058万

枚（前年同期比5.2％増）と前年を上回ることができました。 

③ 「スタジオマリオ」では、 大需要期の七五三撮影において、予定通りお客様を取り込むことができ、

売上高は前年比11.1％増となりました。また、「カメラのキタムラ」内に「スタジオマリオ」を併設

出店したことで、従来より「カメラのキタムラ」をご利用頂いているファミリー層のお客様にもご利

用頂き、相乗効果が発揮できました。 

④ スマートフォンの販売店舗を211店舗に拡大しました。 

⑤ スマートフォンで撮った写真を「カメラのキタムラ」全店の店頭で簡単にプリントができるように対応

しました。また、専用アプリ「プリント直行便」も開発しました。全店Wi-Fi化も完了しました。 

⑥ 「スマートフォンで写真を楽しむ」ことをテーマにした「スマホト.jp」サイトをオープンしました。 

⑦ 「カメラのキタムラ」で107店舗のリニューアルを実施しました。お客様の動線と従業者の動線を分析

し、バックヤードの位置、広さを見直し、売場を拡張しました。これにより、従業者の作業効率向

上、お客様へのサービス向上に繋げました。 

⑧ 好評を頂いている「ＤＶＤダビングサービス」に加え、アルバムからＤＶＤやフォトブックができる

「アルバムそのままＤＶＤ/フォトブック」や、はがき・名刺などをＣＤにデータ保存できるサービス

などの、「変換・保存サービス」を拡大しました。なお、このサービスの売上の10％、3,970万円を日

本赤十字社を通じて、被災地へ昨年10月に寄付しました。 

⑨ 「時計の買取・再販売」取扱店を10店舗に拡大しました。あわせて、インターネットでの販売も開始し

ました。 

  

しかしながら、震災等による写真需要の傷あとも深く、当連結会計年度において当社グループの実績は、売

上高135,052百万円（前年同期比6.6%減）、営業利益665百万円（前年同期比55.5%減）、経常利益1,256百万円

（前年同期比37.6%減）となりました。 

また当期純利益につきましては、429百万円（前年同期比40.1%減）となりました。 

  

セグメントごとの業績は、以下のとおりです。なお、当連結会計年度より報告セグメントとして記載する

事業セグメントを変更しており、従来の「店舗販売」「通信販売」「レンタル」「服飾卸販売」に加えて

「写真卸販売」を追加しております。 

（店舗販売） 

 継続的に新規出店している「スタジオマリオ」の売上が順調に伸びていること、スマートフォンの販売店舗

を拡大したことなどが売上高増加の要因であった一方、東日本大震災やタイの洪水被害の影響による一部商品

の供給不足や行楽イベントの中止による売上高減少の要因もありました。 

 この結果、当連結会計年度での売上高は106,936百万円（前年同期比6.1％減）となり、1,366百万円（前年同

期比0.8％増）のセグメント利益となりました。 

  

（通信販売） 

 東日本大震災やタイの洪水被害の影響により、一部商品の供給不足により売上高が減少しました。 

 この結果、当連結会計年度での売上高は11,547百万円(前年同期比22.2％減）となり、29百万円（前年同期は

102百万円のセグメント利益）のセグメント損失となりました。  

１．経営成績
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（レンタル） 

 ＤＶＤ及びＣＤレンタルで競合店対策と新規出店を実施したことにより、貸出本数が増加し、売上高が増加

しました。 

 この結果、当連結会計年度での売上高は5,412百万円(前年同期比2.2%増）となり、101百万円(前年同期比

50.2％減）のセグメント利益となりました。 

（服飾卸販売） 

 主力商品である「ＯＵＴＤＯＯＲ ＰＲＯＤＵＣＴＳ」の卸販売が好調であったことにより売上高が増加しま

した。 

 この結果、当連結会計年度での売上高は1,543百万円（前年同期比6.1％増）となり、308百万円（前年同期比

8.4%増）のセグメント利益となりました。 

  

（写真卸販売）  

 七五三、成人式、ブライダルなどの様々な用途に合わせたデザインアルバムの卸販売が好調であったことに

より売上高が増加しました。  

 この結果、当連結会計年度での売上高は4,425百万円（前年同期比0.5％減）となり、308百万円（前年同期比

80.8%増）のセグメント利益となりました。 

  

（その他） 

 医療用機器販売事業等を行っております。 

 当連結会計年度での売上高は5,185百万円（前年同期比10.8％増）となり、181百万円（前年同期比1.5％増）

のセグメント利益となりました。  

  

＜次期の見通し＞  

 平成25年３月期の業績見通しとしましては、以下のことを推進することで、売上高140,000百万円（前年同期比

3.7％増）、営業利益1,900百万円（前年同期比185.7％増）、経常利益2,100百万円（前年同期比67.1％増）、当

期純利益800百万円（前年同期比86.5％増）を見込んでおります。 

  

①「スタジオマリオ」30店、「カメラのキタムラ」10店、合計40店舗の出店を計画しています。 

②アップル認定正規プロバイダとして、アップル製品の修理サービスを展開します（30店舗を計画）。 

③ＥＣをさらに強化して、売上・客数増を目指します。 

④変換・保存サービスを拡大します。 

⑤他社とのコラボにより、ブランド向上、売上・客数増を目指します。 

⑥七五三・年賀状商戦でさらに収益向上を目指します。 

  

(2）財政状態に関する分析 

 ① 資産、負債及び純資産の状況 

 1）資産 

 当連結会計年度末の総資産につきましては59,173百万円となり、前連結会計年度末比821百万円の増加とな

りました。これは主に受取手形及び売掛金686百万円が増加したこと等があげられます。 

 2）負債 

 負債の部につきましては41,711百万円となり、前連結会計年度末比660百万円の増加となりました。これは

主に、支払手形及び買掛金が1,687百万円減少したものの、長期借入金3,193百万円が増加したこと等があげら

れます。 

 3）純資産 

 純資産につきましては17,462百万円となり、前連結会計年度末比161百万円の増加となりました。これは主

に利益剰余金91百万円及びその他有価証券評価差額金70百万円が増加したことによるものです。この結果、自

己資本比率は29.4％となりました。 

  

 ② キャッシュ・フローの状況 

  当連結会計年度における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、仕入債務の減少額

及び有形固定資産の取得による支出等の要因により一部相殺されたものの税金等調整前当期純利益1,084百万

円、長期借入による収入により前連結会計年度末に比べ524百万円増加し、当連結会計年度末には、5,088百万

円となりました。  
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  当連結会計年度における各キャッシュ・フローとそれらの要因は、次のとおりであります。  

(営業活動によるキャッシュ・フロー)  

 営業活動により獲得した資金は889百万円（前年同期4,871百万円の収入）となりました。これは、主に仕入

債務の減少額1,731百万円及び法人税等の支払額753百万円、売上債権の増加額686百万円による減少要因があ

ったものの、税金等調整前当期純利益1,084百万円及び減価償却費2,877百万円による資金の増加要因があっ 

たこと等によるものであります。 

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

 投資活動の結果使用した資金は2,389百万円(前年同期1,361百万円の支出)となりました。これは、主に敷金

及び保証金の回収による収入631百万円による資金の増加要因があったものの、有形固定資産の取得による支

出1,760百万円及び無形固定資産の取得による支出583百万円による資金の減少要因があったこと等によるもの

であります。 

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

 財務活動の結果獲得した資金は2,023百万円（前年同期2,630百万円の支出)となりました。これは、主に長

期借入金の返済による支出8,324百万円及び短期借入金の減少2,000百万円による資金の減少要因があったもの

の、長期借入による収入12,930百万円による資金の増加要因があったこと等によるものであります。 

（参考） キャッシュ・フロー関連指標の推移 

 （注）１．各指標の算定方法は以下のとおりであります。 

自己資本比率              ： 自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率        ： 株式時価総額／総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率   ： 有利子負債／営業キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ（倍） ： 営業キャッシュ・フロー／利払い 

２．平成20年３月期及び、平成21年３月期のキャッシュ・フロー対有利子負債比率及びインタレスト・カバレッ

ジ・レシオについては、営業キャッシュ・フローがマイナスであるため記載しておりません。 

３．各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。 

４．株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式総数（自己株式控除後）により算出しております。 

   ５．営業キャッシュ・フローは連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用して

おります。有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対

象としております。また、利払いについては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用してお

ります。 

  

(3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

 当社は、株主各位への安定的な配当継続を実施することを経営の 重要政策の一つとして位置づけております。競

争力を維持・強化し集客力の増大を図るとともに、業績に裏付けられた成果の配分を行うことを基本方針としており

ます。 

 当期の期末配当につきましては、普通配当１株につき年間配当金10円を実施させていただく予定であります。 

 次期の１株当たりの配当金は、年間配当金（期末）15円を予定しております。今後は競争力を高めることや市場ニ

ーズに応える商品開発、さらに効率的な新規出店等に有効投資してまいりたいと存じます。これは、将来の利益に貢

献し、かつ株主各位への安定的な配当に寄与するものと考えております。株主価値の向上に向け、基本方針に基づく

具体的な目標として、連結ベースで「配当性向30％」を定め、継続的な利益還元に努めてまいります。 

 なお、現状中間配当の実施の予定はありませんが、中間配当も重要な株主還元と考えており、継続的な中間配当の

実施についても検討して参りたいと考えております。 

(4）継続企業の前提に関する重要事象等 

 該当事項はありません。 

  平成20年３月期 平成21年３月期 平成22年３月期 平成23年３月期 平成24年３月期

自己資本比率（％）  25.2  27.4  27.6  29.5  29.4

時価ベースの自己資本比率（％）  16.9  11.4  11.8  16.2  14.8

キャッシュ・フロー対有利子負債比率

（年） 
 －  －  4.0  3.3  21.1

インタレスト・カバレッジ・レシオ

（倍） 
 －  －  16.7  19.8  3.6
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 当社グループは、当社及び子会社８社により構成されており、店舗販売事業、通信販売事業、レンタル事業、服飾卸

販売事業、写真卸販売事業とその他事業を営んでおります。 

  

 ①店舗販売事業 

  映像・写真関連商品の販売店舗を展開しております。 

 ②通信販売事業 

  映像・写真関連商品を含む生活家電のインターネット等による通信販売を行っております。 

 ③レンタル事業 

 カルチュア・コンビニエンス・クラブ㈱のフランチャイジーとして「ＴＳＵＴＡＹＡ」事業を行っております。 

④服飾卸販売事業 

 「ＯＵＴＤＯＯＲ ＰＲＯＤＵＣＴＳ」を主な取扱商品として輸入卸販売を行っております。 

⑤写真卸販売事業 

 映像・写真関連商品の卸販売、プリント現像処理サービス及びデジタル加工処理サービスを行っております。  

⑥その他事業 

 レントゲンフィルム・医療用機器等の販売、㈱ピーシーデポコーポレーションのフランチャイジーとして「ＰＣ 

ＤＥＰＯＴ」事業等を行っております。 

  

 また、㈱キタムラビジネスソリューションは、グループのシェアード・サービス会社として、コスト低減・サービ

ス・レベルの向上・内部統制強化を目的として、経理総務事務代行業務及び情報システムサポートを行っております。

  

 企業集団の状況について事業系統図を示すと次のとおりであります。  

  

 
  

２．企業集団の状況
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(1）会社の経営の基本方針 

 当社グループは「カメラのキタムラ」「スタジオマリオ」を全国に1,300店展開し、時代に応じた写真の楽しみ方

を追求したサービスを提供できる専門店チェーンであります。 

 その経営資源を生かし写真に関するすべてにおいて出店地域で一番のシェアを目指すことで、お客様より「写真の

ことならキタムラへ」と信頼を得られるよう、サービスの提供に努めてまいります。 

 また写真文化を育て続け、写真の好きな方に愛される企業になるべく、写真事業を通じて社会貢献を進めてまいり

ます。 

(2）目標とする経営指標 

 経営基盤と財務体質の強化を図り、企業価値の 大化に努めます。これを実現するために、安定的な利益達成と投

資効率のバランスを重要な指標と捉え、総資本経常利益率の向上を目指します。 

(3）中長期的な会社の経営戦略 

 ５つの基本戦略を強力に推進します。 

   1）ＥＳ（従業者満足）を通じてＣＳ（お客様満足）を実現する 

   2）「写真のオンリーワン企業」を目指す 

   3）写真領域を拡大して新しい商品とサービスを創る 

   4）スマートフォンの販売とサービス開発を推進する 

   5）写真事業を通じて社会に貢献する 

(4）会社の対処すべき課題 

 ①現状の認識について 

 当連結会計年度においては、東日本大震災、タイにおける洪水被害により、当社グループも大きな影響を受け

ました。厳しい状況のなか長期的な成長を重視し、積極投資をおこないました。2012年３月よりカメラ機器等の

商品供給が回復してきたことにより、写真に関連した需要が高まっていくことが予想されます。 

 しかしながら景気情勢が不透明な中、当社グループといたしましては、今後も一段と厳しさが増すと予想され

る価格競争に勝ち、生き残る事ができる強い体質作りに継続して取り組む所存でございます。 

 ②対処すべき課題 

 デジタルカメラと同様にスマートフォンの販売にさらに力を入れていきます。このたびApple Japanと正規サー

ビスプロバイダ契約を結び、アップル認定正規サービスプロバイダとして４月から５店舗にて修理サービスの取

扱いを開始しました。年内には30店舗に拡大し、 終的には各都道府県に１店舗以上を目指しております。アッ

プル製品の修理サービスの展開により新たな顧客の獲得、既存顧客へのサービスの充実を図り、現在展開してい

るiPhone販売の促進にもつながると見込んでおります。 

 また、ネットショップのモール化やマルチデバイス化、他社とのコラボ企画などを実施して、売上・客数増の

施策を推進してまいります。 

３．経営方針
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４．連結財務諸表 
（１）連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,397 5,921

受取手形及び売掛金 5,285 5,971

商品 11,906 11,828

原材料及び貯蔵品 1,047 958

前払費用 726 645

繰延税金資産 533 369

未収入金 3,205 3,364

その他 121 221

貸倒引当金 △40 △15

流動資産合計 28,183 29,265

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 13,263 13,758

減価償却累計額 △8,974 △9,508

建物及び構築物（純額） 4,289 4,250

機械装置及び運搬具 989 1,146

減価償却累計額 △588 △761

機械装置及び運搬具（純額） 401 385

工具、器具及び備品 7,631 8,004

減価償却累計額 △5,928 △6,249

工具、器具及び備品（純額） 1,702 1,755

土地 5,576 5,576

リース資産 840 1,006

減価償却累計額 △395 △633

リース資産（純額） 445 372

建設仮勘定 13 4

有形固定資産合計 12,428 12,345

無形固定資産   

ソフトウエア 1,985 1,823

その他 714 719

無形固定資産合計 2,699 2,543

投資その他の資産   

投資有価証券 506 603

長期貸付金 26 47

長期前払費用 372 348

繰延税金資産 2,377 2,336

敷金及び保証金 10,524 10,254

仕入先長期積立金 1,226 1,432

その他 100 89

貸倒引当金 △92 △92

投資その他の資産合計 15,041 15,019

固定資産合計 30,168 29,908

資産合計 58,351 59,173
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 14,466 12,778

短期借入金 2,100 100

1年内返済予定の長期借入金 6,827 8,239

未払金 1,068 1,238

リース債務 218 224

未払法人税等 568 290

未払消費税等 373 284

未払費用 2,047 2,226

賞与引当金 1,020 749

役員賞与引当金 10 10

繰延税金負債 － 1

その他 177 412

流動負債合計 28,878 26,556

固定負債   

長期借入金 7,279 10,472

リース債務 248 165

退職給付引当金 3,063 3,223

役員退職慰労引当金 573 612

商品保証引当金 157 311

資産除去債務 123 128

負ののれん 470 －

その他 257 239

固定負債合計 12,172 15,154

負債合計 41,050 41,711

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,852 2,852

資本剰余金 2,419 2,419

利益剰余金 12,440 12,531

自己株式 △539 △539

株主資本合計 17,172 17,263

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 51 121

その他の包括利益累計額合計 51 121

少数株主持分 77 76

純資産合計 17,300 17,462

負債純資産合計 58,351 59,173
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 
（連結損益計算書） 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成24年３月31日) 

売上高 144,551 135,052

売上原価 92,007 83,489

売上総利益 52,543 51,563

販売費及び一般管理費   

広告宣伝費 1,885 797

給料及び手当 16,236 17,020

賞与引当金繰入額 957 719

役員賞与引当金繰入額 10 10

退職給付費用 524 455

役員退職慰労引当金繰入額 74 62

福利厚生費 2,824 2,838

賃借料 9,915 9,524

減価償却費 2,212 2,219

支払手数料 5,755 5,442

貸倒引当金繰入額 2 0

その他 10,650 11,808

販売費及び一般管理費合計 51,048 50,898

営業利益 1,495 665

営業外収益   

受取利息 11 9

受取配当金 10 13

受取手数料 95 96

仕入割引 103 184

負ののれん償却額 470 470

貸倒引当金戻入額 － 2

その他 180 190

営業外収益合計 871 968

営業外費用   

支払利息 259 249

支払手数料 44 91

売上割引 8 8

貸倒引当金繰入額 8 4

その他 30 23

営業外費用合計 351 376

経常利益 2,015 1,256
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成24年３月31日) 

特別利益   

固定資産売却益 0 －

投資有価証券売却益 － 3

貸倒引当金戻入額 49 －

特別利益合計 49 3

特別損失   

固定資産売却損 1 －

固定資産除却損 80 68

減損損失 132 53

災害による損失 168 50

投資有価証券評価損 126 －

リース解約損 0 2

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 63 －

過年度商品保証引当金繰入額 61 －

その他 1 －

特別損失合計 636 174

税金等調整前当期純利益 1,428 1,084

法人税、住民税及び事業税 654 482

法人税等調整額 56 173

法人税等合計 710 656

少数株主損益調整前当期純利益 717 428

少数株主利益又は少数株主損失（△） 1 △0

当期純利益 716 429
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（連結包括利益計算書） 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成24年３月31日) 

少数株主損益調整前当期純利益 717 428

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 5 70

その他の包括利益合計 5 70

包括利益 723 499

（内訳）   

親会社株主に係る包括利益 722 499

少数株主に係る包括利益 1 △0
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（３）連結株主資本等変動計算書 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成24年３月31日) 

株主資本   

資本金   

当期首残高 2,852 2,852

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 2,852 2,852

資本剰余金   

当期首残高 2,419 2,419

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 2,419 2,419

利益剰余金   

当期首残高 12,065 12,440

当期変動額   

剰余金の配当 △342 △337

当期純利益 716 429

当期変動額合計 374 91

当期末残高 12,440 12,531

自己株式   

当期首残高 △440 △539

当期変動額   

自己株式の取得 △98 △0

当期変動額合計 △98 △0

当期末残高 △539 △539

株主資本合計   

当期首残高 16,896 17,172

当期変動額   

剰余金の配当 △342 △337

当期純利益 716 429

自己株式の取得 △98 △0

当期変動額合計 275 91

当期末残高 17,172 17,263
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成24年３月31日) 

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金   

当期首残高 45 51

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 5 70

当期変動額合計 5 70

当期末残高 51 121

その他の包括利益累計額合計   

当期首残高 45 51

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 5 70

当期変動額合計 5 70

当期末残高 51 121

少数株主持分   

当期首残高 76 77

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 1 △0

当期変動額合計 1 △0

当期末残高 77 76

純資産合計   

当期首残高 17,018 17,300

当期変動額   

剰余金の配当 △342 △337

当期純利益 716 429

自己株式の取得 △98 △0

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 6 70

当期変動額合計 282 161

当期末残高 17,300 17,462

- 13 -

㈱キタムラ（２７１９）　平成24年３月期　決算短信



（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成24年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純利益 1,428 1,084

減価償却費 2,803 2,877

減損損失 132 53

負ののれん償却額 △470 △470

貸倒引当金の増減額（△は減少） △42 △25

賞与引当金の増減額（△は減少） 203 △271

退職給付引当金の増減額（△は減少） 277 160

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 39 39

商品保証引当金の増加額（△は減少） 157 154

受取利息及び受取配当金 △21 △23

支払利息 259 249

投資有価証券売却損益（△は益） － △3

投資有価証券評価損益（△は益） 126 －

固定資産売却損益（△は益） 1 －

固定資産除却損 64 40

災害損失 168 50

売上債権の増減額（△は増加） 794 △686

たな卸資産の増減額（△は増加） 371 157

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 63 －

その他の資産の増減額（△は増加） 711 △188

仕入債務の増減額（△は減少） △1,722 △1,731

その他の負債の増減額（△は減少） 223 370

その他 51 34

小計 5,623 1,874

利息及び配当金の受取額 14 16

利息の支払額 △245 △247

法人税等の支払額 △519 △753

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,871 889

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △318 △1,278

定期預金の払戻による収入 708 1,278

有形固定資産の取得による支出 △1,390 △1,760

有形固定資産の売却による収入 9 0

無形固定資産の取得による支出 △645 △583

無形固定資産の売却による収入 － 0

投資有価証券の売却による収入 － 9

敷金及び保証金の差入による支出 △461 △413

敷金及び保証金の回収による収入 623 631

貸付けによる支出 △36 △70

貸付金の回収による収入 6 56

投資その他の資産の増減額（△は増加） 142 △259

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,361 △2,389
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成24年３月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 400 △2,000

長期借入れによる収入 5,880 12,930

長期借入金の返済による支出 △8,254 △8,324

社債の償還による支出 △40 －

自己株式の取得による支出 △98 △0

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △175 △243

配当金の支払額 △342 △337

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,630 2,023

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 880 524

現金及び現金同等物の期首残高 3,684 4,564

現金及び現金同等物の期末残高 4,564 5,088
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 該当事項はありません。 

   

  該当事項はありません。 

  

  該当事項はありません。 

  

当連結会計年度（自  平成23年４月１日  至  平成24年３月31日） 

１  その他の包括利益に係る組替調整額及び税効果額 

  

１．報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営資源

の分配の決定及び業績を評価するために、定期的な検証を行う対象となっているものであります。 

 当社は、多様化する顧客のニーズに合わせた販売形態を主軸としながら、取り扱う商品・サービスについて包

括的な戦略を立案し事業活動を展開しております。 

 したがって、販売形態別のセグメントから構成されており、「店舗販売事業」、「通信販売事業」、「レンタ

ル事業」、「服飾卸販売事業」及び「写真卸販売事業」の５つを報告セグメントとしております。 

 「店舗販売事業」はカメラ等販売、写真プリントサービス、証明写真や記念写真の撮影サービス等を店頭にて

提供しております。 

 「通信販売事業」はインターネットを経由したデジタルカメラ及び家電製品の販売、写真プリントサービス等

を中心に通信販売を行っております。 

 「レンタル事業」はカルチュア・コンビニエンス・クラブ株式会社のフランチャイジーとしてＤＶＤやＣＤの

レンタルを中心に「ＴＳＵＴＡＹＡ」事業を行っております。 

 「服飾卸販売事業」は服飾雑貨等の輸入卸販売を行っており、主に「ＯＵＴＤＯＯＲ ＰＲＯＤＵＣＴＳ」商

品を取り扱っております。 

 「写真卸販売事業」は映像・写真関連商品、プリント現像処理サービス及びデジタル加工処理サービスを取り

扱っております。  

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

 報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」に

おける記載と概ね同一であります。 

 報告セグメントの利益は、経常利益ベースの数値であります。 

 セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。 

(5）継続企業の前提に関する注記

(6）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更

(7）表示方法の変更

(8）連結財務諸表に関する注記事項

（連結包括利益計算書関係）

その他有価証券評価差額金：   
当期発生額 百万円106
組替調整額  △2

税効果調整前  103
税効果額  △32

その他有価証券評価差額金  70

その他の包括利益合計  70

（セグメント情報等）

ａ．セグメント情報
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３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

Ⅰ 前連結会計年度（自  平成22年４月１日  至  平成23年３月31日） 

（単位：百万円）

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、医療用機器販売事業等を含

んでおります。 

２．セグメント利益の調整額△281百万円には、当社グループ間の受取配当金の相殺△302百万円、グループ

会社間の未実現損益の調整による影響額21百万円が含まれております。 

３．セグメント利益は、連結財務諸表の経常利益と調整を行っております。 

  

報告セグメント

その他

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

連結

財務諸表 
計上額 

（注）３
店舗販売 通信販売 レンタル

服飾卸

販売  
計

売上高                 

外部顧客への売上高  113,823  14,847 5,295  1,455 135,422 9,128  144,551  － 144,551

セグメント間の内部売上高

又は振替高  1  400 －  110 512 188  700  △700 －

計  113,825  15,247 5,295  1,566 135,935 9,316  145,251  △700 144,551

セグメント利益  1,355  102 204  284 1,947 349  2,296  △281 2,015

セグメント資産  55,337  2,384 1,575  511 59,809 4,488  64,298  △5,946 58,351

セグメント負債  38,428  2,189 1,488  303 42,411 3,059  45,470  △4,419 41,050

その他の項目                 

減価償却費  2,062  12 43  0 2,118 83  2,201  10 2,212

負ののれん償却額  470  － －  － 470 －  470  － 470

受取利息  54  0 0  0 54 3  58  △47 11

支払利息  257  11 16  1 286 19  306  △46 259

特別利益  3  4 －  13 21 28  49  － 49

（貸倒引当金戻入益）  3  4 －  13 21 28  49  － 49

特別損失  628  1 0  － 630 5  636  － 636

（固定資産除却損）  74  1 0  － 76 4  80  － 80

（減損損失）  132  － －  － 132 －  132  － 132

（投資有価証券評価損）  126  － －  － 126 －  126  － 126

（災害による損失）  168  － －  － 168 －  168  － 168

（過年度商品保証引当金繰

入額） 
 61  － －  － 61 －  61  － 61

（資産除去債務会計基準の

適用に伴う影響額） 
 63  － －  － 63 －  63  － 63

セグメント有形固定資産及

び無形固定資産の増加額 
 1,555  33 326  1 1,915 80  1,996  7 2,003
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Ⅱ 当連結会計年度（自  平成23年４月１日  至  平成24年３月31日） 

（単位：百万円）

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、医療用機器販売事業等を含

んでおります。 

２．セグメント利益の調整額△980百万円には、当社グループ間の受取配当金の相殺△984百万円、グループ

会社間の未実現損益の調整による影響額３百万円が含まれております。 

３．セグメント利益は、連結財務諸表の経常利益と調整を行っております。 

  

報告セグメント

その他

（注）１
合計 

調整額 
（注）２ 

連結

財務諸表 
計上額 

（注）３
店舗販売 通信販売 レンタル

服飾卸

販売  
写真卸

販売 
計

売上高                 

外部顧客への売上

高 
106,936  11,547 5,412  1,543  4,425 129,867 5,185  135,052  － 135,052

セグメント間の内

部売上高又は振替

高 
2  － 0  114  129 246 －  246  △246 －

計 106,939  11,547 5,413  1,658  4,554 130,114 5,185  135,299  △246 135,052

セグメント利益 1,366  △29 101  308  308 2,056 181  2,237  △980 1,256

セグメント資産 56,143  1,499 1,714  493  2,214 62,065 2,690  64,755  △5,581 59,173

セグメント負債 38,633  1,388 1,492  274  2,334 44,124 1,644  45,768  △4,057 41,711

その他の項目                 

減価償却費 2,081  12 48  0  54 2,197 14  2,211  8 2,219

負ののれん償却額 470  － －  －  － 470 －  470  － 470

受取利息 37  0 0  0  2 40 0  41  △31 9

支払利息 246  1 13  2  16 279 1  280  △31 249

特別利益 3  － －  －  － 3 －  3  － 3

特別損失 171  0 0  －  1 174 0  174  0 174

（固定資産除却

損） 
67  0 0  －  0 68 －  68  0 68

（減損損失） 52  － －  －  1 53 －  53  － 53

（災害による損

失） 
50  － －  －  － 50 －  50  － 50

セグメント有形固

定資産及び無形固

定資産の増加額 

2,093  6 420  －  161 2,682 5  2,687  △1 2,686

- 18 -

㈱キタムラ（２７１９）　平成24年３月期　決算短信



４．報告セグメントの変更等に関する事項 

  当連結会計年度から、報告セグメントとして記載する事業セグメントを変更しており、従来の「店舗販

売」「通信販売」「レンタル」「服飾卸販売」に加えて「写真卸販売」を追加して記載しております。 

  当該変更に伴う前連結会計年度（自 平成22年度４月１日 至 平成23年３月31日）に係る報告セグメン

トごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報は以下の通りであります。 

（単位：百万円）

  

報告セグメント

その他

  
合計 

調整額 
  

連結

財務諸表 
計上額 

  
店舗販売 通信販売 レンタル

服飾卸

販売  
写真卸

販売 
計

売上高                 

外部顧客への売上

高 
 113,823  14,847 5,295  1,455  4,446 139,869 4,681  144,551  － 144,551

セグメント間の内

部売上高又は振替

高 
 1  400 －  110  186 698 2  700  △700 －

計  113,825  15,247 5,295  1,566  4,632 140,568 4,683  145,251  △700 144,551

セグメント利益  1,355  102 204  284  170 2,117 178  2,296  △281 2,015

セグメント資産  55,337  2,384 1,575  511  2,203 62,013 2,284  64,298  △5,946 58,351

セグメント負債  38,428  2,189 1,488  303  1,831 44,243 1,227  45,470  △4,419 41,050

その他の項目                 

減価償却費  2,062  12 43  0  66 2,184 17  2,201  10 2,212

負ののれん償却額  470  － －  －  － 470 －  470  － 470

受取利息  54  0 0  0  3 58 0  58  △47 11

支払利息  257  11 16  1  17 304 1  306  △46 259

特別利益  3  4 －  13  20 41 8  49  － 49

（貸倒引当金戻入

益） 
 3  4 －  13  20 41 8  49  － 49

特別損失  628  1 0  －  4 635 1  636  － 636

（固定資産除却

損） 
 74  1 0  －  4 80 0  80  － 80

（減損損失）  132  － －  －  － 132 －  132  － 132

（投資有価証券評

価損） 
 126  － －  －  － 126 －  126  － 126

（災害による損

失） 
 168  － －  －  － 168 －  168  － 168

（過年度商品保証

引当金繰入額） 
 61  － －  －  － 61 －  61  － 61

（資産除去債務会

計基準の適用に伴

う影響額） 

 63  － －  －  － 63 －  63  － 63

セグメント有形固

定資産及び無形固

定資産の増加額 

 1,555  33 326  1  69 1,985 10  1,996  7 2,003
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Ⅰ 前連結会計年度（自  平成22年４月１日  至  平成23年３月31日） 

１．製品及びサービスごとの情報 

 製品及びサービスの区分が報告セグメント区分と同一であるため、記載を省略しております。  

  

２．地域ごとの情報 

(1）売上高 

 本邦以外の外部顧客への売上高がないため、該当事項はありません。 

  

(2）有形固定資産 

 本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。  

  

３．主要な顧客ごとの情報 

 外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載はあ

りません。  

  

Ⅱ 当連結会計年度（自  平成23年４月１日  至  平成24年３月31日） 

１．製品及びサービスごとの情報 

 製品及びサービスの区分が報告セグメント区分と同一であるため、記載を省略しております。  

  

２．地域ごとの情報 

(1）売上高 

 本邦以外の外部顧客への売上高がないため、該当事項はありません。 

  

(2）有形固定資産 

 本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。  

  

３．主要な顧客ごとの情報 

 外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載はあ

りません。  

   

前連結会計年度（自  平成22年４月１日  至  平成23年３月31日） 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

 当連結会計年度において、固定資産に係る重要な減損損失はありません。 

  

当連結会計年度（自  平成23年４月１日  至  平成24年３月31日） 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

 当連結会計年度において、固定資産に係る重要な減損損失はありません。 

   

前連結会計年度（自  平成22年４月１日  至  平成23年３月31日） 

（のれんの金額の重要な変動）  

 当連結会計年度において、のれんの金額の重要な変動はありません。  

  

当連結会計年度（自  平成23年４月１日  至  平成24年３月31日） 

（のれんの金額の重要な変動）  

 当連結会計年度において、のれんの金額の重要な変動はありません。  

   

前連結会計年度（自  平成22年４月１日  至  平成23年３月31日） 

（重要な負ののれんの発生益）  

 当連結会計年度において、重要な負ののれんの発生益はありません。 

           

当連結会計年度（自  平成23年４月１日  至  平成24年３月31日） 

（重要な負ののれんの発生益）  

 当連結会計年度において、重要な負ののれんの発生益はありません。 

ｂ．関連情報

ｃ．報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報

ｄ．報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報

ｅ．報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報
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(注)1.潜在株式調整後の１株当たりの当期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため 

   記載しておりません。 

  2.１株当たりの当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

  

    当連結会計年度（自 平成23年４月１日 至 平成24年３月31日） 

該当事項はありません。 

  

（１株当たり情報）

  
前連結会計年度 

(自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日)  

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
至 平成24年３月31日）  

１株当たり純資産額 円 1,019.46 円  1,029.06

１株当たり当期純利益金額 円  42.19 円  25.40

  
前連結会計年度 

(自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
至 平成24年３月31日) 

１株当たり当期純利益金額     

当期純利益（百万円）  716  429

普通株主に帰属しない金額（百万円）  －  －

普通株式に係る当期純利益（百万円）  716  429

期中平均株式数（千株）  16,990  16,894

（重要な後発事象）
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５．個別財務諸表 
（１）貸借対照表 

（単位：百万円）

前事業年度 
(平成23年３月31日) 

当事業年度 
(平成24年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,499 4,645

受取手形 5 7

売掛金 3,158 3,603

有価証券 34 34

商品 9,948 10,787

貯蔵品 874 683

前渡金 0 10

前払費用 662 589

繰延税金資産 439 298

関係会社短期貸付金 2,380 2,290

未収入金 4,249 4,189

その他 300 294

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 26,552 27,432

固定資産   

有形固定資産   

建物 10,591 11,027

減価償却累計額 △6,950 △7,420

建物（純額） 3,641 3,607

構築物 1,833 1,811

減価償却累計額 △1,475 △1,491

構築物（純額） 357 320

機械及び装置 647 745

減価償却累計額 △366 △473

機械及び装置（純額） 280 272

工具、器具及び備品 6,410 6,633

減価償却累計額 △5,062 △5,259

工具、器具及び備品（純額） 1,347 1,374

土地 5,033 5,033

リース資産 512 634

減価償却累計額 △204 △362

リース資産（純額） 307 272

建設仮勘定 8 1

有形固定資産合計 10,976 10,882

無形固定資産   

電話加入権 137 137

借地権 442 442

商標権 81 72

ソフトウエア 1,652 1,476

ソフトウエア仮勘定 2 14

無形固定資産合計 2,314 2,142
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（単位：百万円）

前事業年度 
(平成23年３月31日) 

当事業年度 
(平成24年３月31日) 

投資その他の資産   

投資有価証券 505 602

関係会社株式 1,687 1,687

出資金 0 0

長期貸付金 26 45

長期前払費用 335 317

繰延税金資産 1,919 1,951

敷金及び保証金 9,953 9,715

仕入先長期積立金 523 726

破産更生債権等 5 3

その他 43 40

貸倒引当金 △62 △59

投資その他の資産合計 14,938 15,031

固定資産合計 28,229 28,056

資産合計 54,781 55,489

負債の部   

流動負債   

支払手形 5,811 3,058

買掛金 7,049 7,840

短期借入金 2,000 －

1年内返済予定の長期借入金 6,827 8,239

リース債務 136 166

未払金 1,523 1,375

未払費用 1,756 1,913

未払法人税等 350 169

未払消費税等 297 169

前受金 49 171

預り金 59 135

賞与引当金 848 580

設備関係支払手形 45 88

前受収益 8 10

その他 5 9

流動負債合計 26,767 23,930

固定負債   

長期借入金 7,279 10,472

リース債務 185 118

退職給付引当金 2,583 2,728

役員退職慰労引当金 441 471

商品保証引当金 157 311

資産除去債務 123 128

負ののれん 470 －

その他 202 185

固定負債合計 11,443 14,417

負債合計 38,211 38,347
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（単位：百万円）

前事業年度 
(平成23年３月31日) 

当事業年度 
(平成24年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,852 2,852

資本剰余金   

資本準備金 2,419 2,419

資本剰余金合計 2,419 2,419

利益剰余金   

利益準備金 150 150

その他利益剰余金   

買換資産圧縮積立金 9 9

別途積立金 9,645 9,645

繰越利益剰余金 1,980 2,480

利益剰余金合計 11,786 12,286

自己株式 △539 △539

株主資本合計 16,519 17,019

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 51 121

評価・換算差額等合計 51 121

純資産合計 16,570 17,141

負債純資産合計 54,781 55,489
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（２）損益計算書 

（単位：百万円）

前事業年度 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成23年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成24年３月31日) 

売上高 113,825 106,939

売上原価   

商品期首たな卸高 10,588 9,948

当期商品仕入高 64,704 60,164

当期外注加工費 3,523 3,575

合計 78,816 73,688

他勘定振替高 1,572 1,581

商品期末たな卸高 9,948 10,787

商品売上原価 67,295 61,319

売上総利益 46,529 45,619

販売費及び一般管理費   

広告宣伝費 1,773 764

運賃及び荷造費 408 577

販売促進費 1,939 2,736

支払手数料 4,560 4,380

役員報酬 184 215

給料及び手当 14,166 14,760

賞与 775 539

賞与引当金繰入額 848 580

退職給付費用 460 423

役員退職慰労引当金繰入額 34 43

福利厚生費 2,544 2,549

賃借料 9,434 9,032

減価償却費 2,062 2,081

水道光熱費 1,352 1,300

事務用消耗品費 735 1,059

貸倒引当金繰入額 2 △1

その他 4,648 4,742

販売費及び一般管理費合計 45,931 45,786

営業利益又は営業損失（△） 597 △166

営業外収益   

受取利息 65 48

受取配当金 313 998

受取手数料 64 67

仕入割引 35 114

貸倒引当金戻入額 － 2

負ののれん償却額 470 470

その他 108 140

営業外収益合計 1,057 1,841
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（単位：百万円）

前事業年度 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成23年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成24年３月31日) 

営業外費用   

支払利息 257 246

支払手数料 44 91

貸倒引当金繰入額 6 1

貸倒損失 － 0

その他 7 7

営業外費用合計 316 346

経常利益 1,339 1,328

特別利益   

固定資産売却益 0 －

投資有価証券売却益 0 3

貸倒引当金戻入額 3 －

特別利益合計 3 3

特別損失   

固定資産除却損 72 65

減損損失 132 52

災害による損失 168 50

投資有価証券評価損 126 －

リース解約損 － 1

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 63 －

過年度商品保証引当金繰入額 61 －

その他 1 －

特別損失合計 625 170

税引前当期純利益 717 1,161

法人税、住民税及び事業税 362 246

法人税等調整額 111 77

法人税等合計 473 323

当期純利益 243 837
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（３）株主資本等変動計算書 

（単位：百万円）

前事業年度 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成23年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成24年３月31日) 

株主資本   

資本金   

当期首残高 2,852 2,852

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 2,852 2,852

資本剰余金   

資本準備金   

当期首残高 2,419 2,419

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 2,419 2,419

資本剰余金合計   

当期首残高 2,419 2,419

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 2,419 2,419

利益剰余金   

利益準備金   

当期首残高 150 150

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 150 150

その他利益剰余金   

買換資産圧縮積立金   

当期首残高 11 9

当期変動額   

買換資産圧縮積立金の取崩 △1 △0

当期変動額合計 △1 △0

当期末残高 9 9

別途積立金   

当期首残高 9,645 9,645

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 9,645 9,645

繰越利益剰余金   

当期首残高 2,077 1,980

当期変動額   

剰余金の配当 △342 △337

当期純利益 243 837

買換資産圧縮積立金の取崩 1 0

当期変動額合計 △96 499

当期末残高 1,980 2,480
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（単位：百万円）

前事業年度 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成23年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成24年３月31日) 

利益剰余金合計   

当期首残高 11,885 11,786

当期変動額   

剰余金の配当 △342 △337

当期純利益 243 837

当期変動額合計 △98 499

当期末残高 11,786 12,286

自己株式   

当期首残高 △440 △539

当期変動額   

自己株式の取得 △98 △0

当期変動額合計 △98 △0

当期末残高 △539 △539

株主資本合計   

当期首残高 16,716 16,519

当期変動額   

剰余金の配当 △342 △337

当期純利益 243 837

自己株式の取得 △98 △0

当期変動額合計 △196 499

当期末残高 16,519 17,019

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金   

当期首残高 45 51

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 5 70

当期変動額合計 5 70

当期末残高 51 121

評価・換算差額等合計   

当期首残高 45 51

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 5 70

当期変動額合計 5 70

当期末残高 51 121

純資産合計   

当期首残高 16,761 16,570

当期変動額   

剰余金の配当 △342 △337

当期純利益 243 837

自己株式の取得 △98 △0

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 5 70

当期変動額合計 △190 570

当期末残高 16,570 17,141
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 該当事項はありません。 

   

 ①代表取締役の異動 

   該当事項はありません。 

 ②その他の役員の異動 

  開示すべき事項が発生した際に適切に開示いたします。      

  

 該当事項はありません。 

(4）継続企業の前提に関する注記

６．その他

(1）役員の異動

(2）その他
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